
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア通信 ２０２２．４  Vol．２４８ 

 

なかま 
 

発  行  交野市ボランティアグループ連絡会  

  （交野市ボランティアセンター内） 

Ｖ連絡会  E-mail katano.vltr94@ｇmail.com 

      ※メールアドレスが新しくなりました。 

Ｖセンター  E-mail katabora1994@katano-shakyo.com 

 

ボランティアを 

紹介してほしい人 

ボランティア活動を 

はじめたい人 

ボランティアセンターに 

お問い合せください 

（Tel  ８９４－３７３７） 

（Fax ８９１－３３４０） 

 

（１） （４） 

リ
ー
ダ
ー
会
議 

【
３
月
22
日
】 

☆
会
長
挨
拶 

・
Ｖ
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

か
ら
寄
付
金
受
領
（
４
頁
参
照
） 

☆
連
絡
会
か
ら 

・
令
和
４
年
度
連
絡
会
活
動
概
要 

・
新
年
度
リ
ー
ダ
ー
会
議
に
つ
い
て 

・
車
い
す
ダ
ン
ス
「
ひ
ま
わ
り
」
の
連
絡

会
退
会
を
承
認
（
２
頁
参
照
） 

・
令
和
４
年
度
各
グ
ル
ー
プ
予
算
書
の
提

出(

３
月
22
日
締
切
り)

 

・
令
和
３
年
度
各
グ
ル
ー
プ
決
算
書
の
提

出
期
限
（
４
月
15
日
ま
で
） 

・
連
絡
会
備
品
、
倉
庫
等
の
整
理 

☆
Ｖ
セ
ン
タ
ー
か
ら 

・
グ
ル
ー
プ
活
動
記
録
の
提
出
に
つ
い
て 

・
登
録
グ
ル
ー
プ
一
覧
表
の
確
認 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
つ
い
て 

・
コ
ピ
ー
機
の
機
種
変
更
と
使
用
法
の
変

更
に
つ
い
て 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
の
活

動
紹
介
ス
ラ
イ
ド
を
上
映 

☆
各
グ
ル
ー
プ
か
ら 

・
新
年
度
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の

報
告
（
２
頁
参
照
） 

・
現
況
報
告
（
省
略
） 

 
 

【
２
月
22
日
】 

☆
連
絡
会
か
ら 

・
助
成
金
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
予
算

書
及
び
令
和
３
年
度
決
算
書
の
作
成 

・
指
名
委
員
会
報
告
（
新
年
度
役
員
候
補 

者
選
考
経
過
と
候
補
者
選
定
） 

 

 
 

「関わり」を大切に        会長  梶 記代美        

今年度もコロナ禍での活動になりそうです。 

人と接することを避けなければならない環境にありますが、連絡会はあえて「人と関わる」活動をし

たいと考えています。ボランティアを通じて、連絡会の仲間だけではなく、いろいろな人たちと関わっ

ていきます。 

昨年度は、役員が各グループを訪問しました。また、リーダーのみの対象となりましたが、連絡会役

員として出席した会議で出会った人をお招きして、講演会を開催しました。関わる中でお互いに気づい

たことがたくさんあり、また新たな関わりにもつながりました。 

まだまだ制限されることが多いですが、今年度も引き続き工夫しながら、できることをやっていきた

いと思います。情勢に応じて形は変えつつも、私たちのボランティア活動がこれからも続けていけるよ

う、一緒にやっていきましょう。 

 

 

 

 

  

  

みなさんよろしくお願いします 
   ― 新役員・顧問の抱負 ― 

❀❀ボランティアサロン❀❀  
  介護衣料ってどんなこと？ 
 誰でも気軽に参加でき、ボランティアに関して、「知る、学ぶ、

交流する」サロンを開催しています。 

「脱ぎ着しやすい」「脱ぎ着をさせやすい」工夫をすることで、

体の不自由な方や、介護をしている方の暮らしを応援している

ボランティア活動があります。 

手持ちの服や既製服をほどく、布を足す、ファスナーやボタ

ンを付ける等の作業もありますよ。ほどくだけでも参加してみ

ませんか？ 

 

 

 と き：  ６月７日（火）午前 10 時～12 時 

 ところ： 交野市ボランティアセンター1 階 

 講 師： 介護衣料手作り「糸ぐるま」 

内 容： 活動紹介・体験 

対  象：  市内周辺在住・在勤・在学者 

定  員：  10 人（事前申込制） 

参加費：  無  料 

申し込み先：  

交野市ボランティアセンター 

☎ ： ０７２－８９４―３７３７  

FAX：０７２－８９１－３３４０ 

 

実  施  要  項 

寄
付
金
７
万
４
４
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

歌
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
さ
ん
か
ら 

 

歌
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
長
年
活

動
を
続
け
ら
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
「
た
ん

ぽ
ぽ
」（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
登
録
）

さ
ん
が
、
今
年
３
月
で
グ
ル
ー
プ
を
解
散

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

解
散
に
伴
い
グ
ル
ー
プ
の
活
動
費
７

万
４
４
円
を
連
絡
会
に
寄
付
金
と
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

貴
重
な
資
金
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
寄
付
金
の
有
効
活
用

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
皆
様
の
お
一
人
お
ひ

と
り
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

・
新
年
度
役
員
選
出
及
び
顧
問
委
嘱
に
つ

い
て
承
認
（
２
頁
参
照
） 

・
大
阪
府
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

代
表
者
会
議
及
び
河
北
ブ
ロ
ッ
ク
交

流
会
報
告
（
３
頁
参
照
） 

・
今
後
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
に
つ
い
て
、
各

グ
ル
ー
プ
で
検
討
を
依
頼 

☆
Ｖ
セ
ン
タ
ー
か
ら 

・
令
和
４
年
度
各
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
の

活
動
確
認
に
つ
い
て 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン
に
つ
い
て 

☆
各
グ
ル
ー
プ
か
ら 

・
現
況
報
告
（
省
略
） 

・
４
月
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
は
26
日
（
火
） 

 
 

 
 

 

▼
２
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア 

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は 

一
ヵ
月
を
超
え
、
停
戦
会
議
も

解
決
へ
の
糸
口
を
見
出
せ
ず
泥
沼
化
の
様

相
を
呈
し
て
き
た
。
国
連
安
全
保
障
理
事
会

も
紛
争
解
決
に
機
能
せ
ず
、
国
連
の
あ
り
方

に
も
問
題
あ
り
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
停

戦
の
糸
口
を
見
出
せ
な
い
中
、
犠
牲
者
が
ひ

ろ
が
ら
ぬ
こ
と
を
願
う
ば
か
り
だ
。
▼
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
か
ら
２

年
を
経
過
し
た
が
終
息
に
向
か
う
気
配
が

見
え
な
い
。
感
染
者
が
高
止
ま
り
の
状
態
で

ま
ん
延
防
止
等
が
解
除
さ
れ
た
が
不
安
は

残
っ
た
ま
ま
だ
。
▼
先
の
見
通
せ
な
い
今
日

で
は
あ
る
が
気
持
ち
く
ら
い
は
明
る
く
、
笑

顔
を
絶
や
さ
ず
過
ご
し
た
い
も
の
だ
。 

 

 

 

 

mailto:vltr94@ｇmail.
mailto:katabora1994@katano-shakyo.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２） 

 

（３） （２） 

グループ名 リーダー サブリーダー グループ名 リーダー サブリーダー 

在宅訪問 

「陽だまり」 
馬場 巡 志波 久子 

朗読 

「あ い」 
神原 洋子 

日林 昌子 

加藤 愛子 

外出介助 

「かざぐるま」 
森本 昌子 黒田 直美 

障がい者との交流 

「ほほえみ」 
山中 榮子 岩川 きわ 

子育て広場 

「アリス」 
勝野 豊子 岡本 彰子 

障がい者施設支援 

「ふれんズ」 
佃 静枝 中津川 美智恵 

手話 

「さつき」 
中越 久美子 一戸 麗子 

介護衣料手作り 

「糸ぐるま」 
林 志都江 

島田 聖子 

北川 千代子 

要約筆記 

「星の会」 
新里 幸子 岩渕 正子 

おもちゃ作りとニュース

ポーツ･演芸 「玉手箱」 
岡崎 佳世子 作本 儀蔵 

点訳 

「虹の会」 
川下 武士 

長濱 ゆか 

大野木 ひろ子 
 

 

お世話になっています！ 

社協職員のみなさん！ 

  

 

毎
週
火
曜
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
１
階
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
の

不
自
由
な
方
の
衣
服
を
機
能
的
に
着
や

す
く
改
良
し
た
り
、
依
頼
カ
ー
ド
に
基
づ

き
、
介
護
衣
料
の
製
作
に
取
り
組
ま
れ
ま

す
。
訪
問
時
に
は
、
寝
た
き
り
の
方
の
ズ

ボ
ン
を
製
作
中
。
既
製
服
の
ズ
ボ
ン
を
ほ

ど
き
、
両
サ
イ
ド
を
ジ
ッ
パ
ー
に
し
て
、

扱
い
や
す
い
よ
う
に
し
ま
す
。
車
い
す
に

乗
る
と
き
の
肘
当
て
、
車
い
す
に
安
全
に

乗
れ
る
よ
う
に
上
着
の
丈
の
調
整
な
ど

を
手
作
業
や
ミ
シ
ン
で
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
介
護
衣
料
を
展
示
す
る

機
会
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
大
変
残
念

で
す
。
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
中
、
介
護

衣
料
の
需
要
は
増
え
て
い
く
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。
「
糸
ぐ
る
ま
」
の
発
展
を
願

っ
て
訪
問
を
終
え
ま
し
た
。 

 

 

 

１
月
14
日
（
金
）
手
話
「
さ
つ
き
」
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
さ
つ
き
」
は
毎
週
金
曜
日
午
前
、
午
後

の
二
部
制
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

２
階
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
午
後
の

部
で
は
ろ
う
者
（
マ
ス
ク
着
用
）
５
名
、
グ

ル
ー
プ
の
方
（
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
着
用
）
６

名
で
交
互
に
Ｕ
字
型
に
座
り
、
と
て
も
和
や

か
に
、
ま
た
活
発
に
手
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
想
像
以
上
に
会
話
が
弾
み
楽
し
い
時
間

が
経
過
す
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

ち
な
み
に
グ
ル
ー
プ
の
方
の
フ
ェ
イ
ス

ガ
ー
ド
は
口
の
動
き
で
手
話
の
内
容
を
よ

り
正
確
に
伝
達
す
る
た
め
に
使
用
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
日
頃
何
気
な
く
テ
レ
ビ
な
ど

で
見
て
い
る
手
話
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
日

常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
使
わ
れ
て

い
る
様
子
を
実
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

何
よ
り
ろ
う
者
の
皆
さ
ん
が
こ
の
場
を

楽
し
く
活
動
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
感
動
し
、
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

  

 

 

新年度役員・リーダー・ 
サブリーダー決まる 

役 職 氏 名 (所属グループ) 

会 長 梶 記代美 （さつき／星の会） 

副会長 
菊田 広子 （あい／かざぐるま） 

馬場 巡 (陽だまり) 

書 記 庄田 竜子 （ふれんズ） 

会 計 前田 芳子 （あい） 

会計監査 和久田 綾子 （さつき） 

顧 問 

栗原 清美子 （かざぐるま／ 

     ほほえみ／糸ぐるま） 

川下 武士 （虹の会） 

 

 

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
２
年

間
の
連
絡
会
役
員
・
顧
問
が
２

月
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

新
会
長
に
前
副
会
長
の
梶
さ

ん
、
前
会
長
の
菊
田
さ
ん
が
副

会
長
に
就
任
と
い
う
こ
と
で
、

全
役
員
が
留
任
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

は
下
表
の
通
り
、
各
グ
ル
ー
プ

か
ら
報
告
を
受
け
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
も
そ
の
影
響
を
受
け

困
難
な
状
況
が
続
き
ま
す
が
、

み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

 

グ
ル
ー
プ
訪
問 

介護衣料手作り 

糸ぐるま 

定
例
会
は
毎
月
第
３
木
曜
日
、
お
も

ち
ゃ
づ
く
り
の
た
め
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
お
祭
り
・
文
化

祭
・
各
種
行
事
・
各
施
設
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
お
も
ち

ゃ
を
手
作
り
し
、
一
緒
に
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
作
る
こ
と
が
な
く

な
り
、
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
作
ら
れ

た
お
も
ち
ゃ
を
渡
し
、
遊
び
方
を
説
明

す
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

        

 
 

訪
問
日
は
、
提
灯
ぶ
ん
ぶ
ん
・
ア
ン
パ

ン
マ
ン
の
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
等
を
作
成
中

で
し
た
。
他
に
も
、
跳
ね
カ
エ
ル
・
花
風

車
・
凧
・
コ
マ
・
親
子
風
車
・
び
っ
く
り

箱
な
ど
を
計
画
的
に
作
製
さ
れ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
笑
顔
溢
れ
る
活
動
が
早
く
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

 
 

 

 

おもちゃ作りとニュースポ

ーツ・演芸  玉手箱 

手話 「さつき」 

市町村ボランティア連絡会代表者会議開催 

2 月 18 日に Zoom で開催された代表者会議は 2021

年度中間決算の報告後、ブロック別交流討論会となり、

交野市ボランティアグループ連絡会は河北ブロック

（７市）での意見交換に臨みました。 

その中で新しい試みとして、訪問看護等に携わって

おられる専門職の方々との交流について伝えました。 

地域福祉の一翼を担っている専門職と私たちボラン

ティアとの接点・関わりについて、先ずは互いに知り合

うこと、繋がることをスタートに福祉関係者も巻き込

んだ新たなボランティア活動を模索して行こうという

ものです。 

 

 

≪皆さんのご意見を≫ 
   ～より良い「なかま」を目指して～ 

2020年 4月より、機関紙「なかま」の発行を年４

回としました。皆さんのご意見をいただき、「なかま」

を更に充実・発展させたいと思い、アンケートをと

らせて頂きます（アンケートは、7月号で実施予定）。 

・読んでいますか ・年 4回発行について  

・内容について  ・配付方法について  

・その他希望すること 以上の予定ですが、何かご

希望がありましたら、広報委員・役員までお知らせ

ください。 

 

 

平
成
14
年
に
産
声
を
あ
げ
、
今

年
20
年
目
を
迎
え
る
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
諸
般
の
事
情
が
重
な
り
、

様
々
な
方
法
を
模
索
し
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
連
絡
会
を
退
会
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。 

振
り
返
り
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ

な
出
来
事
が
走
馬
燈
の
如
く
頭
を

駆
け
巡
り
ま
す
。
訪
問
先
で
手
を

つ
な
ぎ
に
行
く
と
、
最
初
は
ぎ
こ

ち
な
か
っ
た
方
が
、
徐
々
に
心
が

ほ
ぐ
れ
て
き
て
、
終
わ
る
頃
に
は
、 

「
ひ
ま
わ
り
」
が
連
絡
会
を
退
会 

こ
の
度
、「
ひ
ま
わ
り
」
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連

絡
会
を
退
会
す
る
申
出
が
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
承
認
し

ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
乾
口
さ
ん
か
ら
退
会
の
経
緯
・
今
後

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

笑
顔
で
「
ま
た
来
て
ネ
」
と
涙
ぐ
ま

れ
て
感
激
！ 

訪
問
先
の
方
々
と
共

に
楽
し
い
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
今
も
考
え
る
と
「
ほ
っ
こ
り
」

と
し
ま
す
。 

 

今
後
の
「
ひ
ま
わ
り
」
の
方
針
と

し
ま
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
登
録
団
体
と
し
て
、
今
ま
で
の

活
動
を
無
理
せ
ず
で
き
る
よ
う
な
形

で
続
け
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
連
絡
会
の
皆
様
色
々
と
お
世
話

に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

 
 

 

吉井
よ し い

さん  みなさんのサポートが

できればと思っています。センターに

来られた際には気軽にお声かけくだ

さい。 

 

天場
て ん ば

さん  コロナ禍だからこそ

のボランティアの活動方法をみなさ

んと一緒に考え、センターを盛り上

げたいです。 

 

各務
か が み

さん  みなさんが「やりが 

い・生きがい」を持って活動できるよ 

うサポートしていきます。ご一緒に笑 

顔のあふれるボランティアセンター 

を作り上げていきましょう。 

 

役
員
の 

なかま次号発行予定 7月4日（月） 


